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た， 10 日日， 21 日目， 101 日日と
増加する傾向もみられなかったこ
とから，メチル水銀の蓄積を促進
表 1 [208HgJ 塩化メチル水銀，塩化第二水銀の体内分布
(0.1μCi/g経口投与24日寺間後のコイ)
組 織 塩化メチル 塩化第二 組 織 塩化メチル 塩化第二水銀 水銀 水銀 水銀
血 液 127 35 。H 巣 118 37 
大 日出 220 11 腸管(前) 318 20, 941 
中 日出 196 14 。( (後) 602 63, 487 
目尚 228 9 たんのう 133 43 
間 脳 213 15 え 勺 131 103 
延 髄 234 12 皮 膚 48 20 
肝すい臓 163 193 血合筋 411 Tr 
腎 臓 340 729 普通筋 189 Tr 
E頁 腎 187 298 背 髄 187 8 
{.' 1融 417 50 内臓脂 32 64 
1キ 目蔵 202 152 頭がい脂 13 7 
(単位: 102cam/g) 
表 2 [203HgJ 水銀化合物の魚類にむける生物学的半減期
水銀化合物名 魚 類 生物学的半減期(日)
ニジマス 110 
塩化第二水銀 ゴ イ 90 
ナ マ ス 140 
ジマス 220 一
塩化メチル水銀 ゴ イ 230 
ナ マ ス 190 
塩化メチル水銀 ナ マ ス 160 

































20 40 60 80 10?
期間(日)




















魚類中水銀濃度が半減したのは約 1 年半後であり，また A般値にもどったのは 4 年後であったが，
???ワ臼
ウグイ 2.41 0.40 1. 7 
(054-6.031 (0. 20-0. 951 (0.29-5. 21 
ウゲイ 4.65 0.39 3.70 
(2.76-6.081 (0. 22-0. 921 (2.1-4.81 
0.50 0.017 0.18 
























ウグイ 2.68 0.07 2.01 
(0.60-5.51 (0.01-0.151 (0.31-4. 8 1 
T エ 2.72 0.006 2.33 
(0.64-5. 8 1 (Tr -0.021 (0. 56-5. 01 
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に疫学への応、用を試みて以下の結論を得た。
1 )一般に魚類にメチル水銀濃度の高い理由として，メチル水銀の吸収がよいことや，魚類における
生物学的半減期の長いことが基礎となっていることを証明し，また生体内メチル化はどの魚種にも
おこるが，蓄積を促進する程度ではないことも明らかにした。したがって，魚類の水銀レベルは，
主として摂取する食餌中のメチル水銀量に依存していると考えられる。
このことから，魚類が環境水中の超微量のメチル水銀を蓄積し，反映しうる根拠が明らかとなっ
た。
2 )魚類を水銀による環境汚染の指標生物として用いることが，汚染源の追求に最も有効な疫学的な
方法であることを，富山県神通川において実証した。
3 )水俣湾や神通川のような人工汚染とは別に，地質的な鉱脈による自然汚染によっても魚類の水銀
濃度が高くなることを，北海道無加川にわいて確認し，その場合の魚類中水銀の動態は，人工汚染
の場合のそれとは異なることを明らかにした。
これらの結果は，現在広く行なわれている疫学的な公害調査の評価に際して，重要な知見を提供す
るものと思われる。
論文の審査結果の要旨
魚類にむける水銀の動向ならび、に水銀濃縮機序についての基礎的検討を行ない 魚類中の水銀濃度
が高い理由として 魚類に対するメチル水銀の易吸収性ならびに生物学的半減期の長いことが基礎と
なっていることを明らかにし，これらのことから魚類の水銀レベルは主として摂取する食餌中のメチ
ル水銀量に依存しているものと証明した。一方，水銀による環境汚染調査の指標生物としての魚類を
用いることがもっとも有効な手段であることを認め，これを根拠として汚染調査の疫学的手法を確立
した。これらの研究結果は学位論文に値するものと認めた。
